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湖国が滋る・水と緑の街づくり
公益社団法人

　大津市今堅田の岬の先端に、明治８（1875）年に建てられた中心、四方に柱を配した高
床形式の全国的にも大変珍しい木製の灯台。竣工当初から大正７（1918）年までの40年余
は光源はランプとし、以降は電灯となっていたが一時途絶えるが、平成の時代に入り、再び
灯台に灯りが灯される。昭和36（1961）年の第二室戸台風の影響により崩壊寸前まで損傷し
たが地元住民の熱心な保存活動により昭和48（1973）年、復活。
　（大津市指定文化財　有形民俗文化財に登録）

出島の灯台（大津市今堅田）

・総務企画委員会
	 平成25年度 通常総会開催報告･ ･･･２

・渉外事業委員会
	 平成25年度　一級建築士定期講習、

二級建築士定期講習、木造建築士
	 定期講習　のおしらせ

・青年委員会
	 あーき塾2013　～知ってるようで
	 知らないこと、まだまだあります～
	 風景をつくる素材と技シリーズ
	 『瓦』･ ･････････････････････････３

・平成25・26年度　委員会構成及び
	 事業内容･･･････････････････････４

・平成25・26年度　委員会構成･････５

・女性委員会
	 公益社団法人 滋賀県建築士会女性
	 委員会主催
	 H25年度　全体会議のご案内･････６

・女性委員会
	 Doシリーズ　No.64
	 沖島で　沖島を語ろう 
	 ～淡水湖　唯一無二の有人島の
	 まちづくり～････････････････････７

・	地区だより･･････････････････････８
	 湖北地区

・	７月の暦

・	足のむくまま 近江再発見 第９回
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平成25年度 通常総会開催報告
　去る５月25日㈯大津市 大津プリンスにて、公益社団法人通常総会が開催されました。

　記念品贈呈、感謝状贈呈、会員表彰などが行われ、総会開催となりました。

　総会においては全ての議案が原案通り承認され無事終了することが出来ました。

　総会終了後はホテル内にて懇親・交流会が開催され、総会に御列席頂きました御来賓の皆様も交えて有意義な懇親・

交流のひと時と成りました。

　皆様ご協力有難うございました

総務企画委員会

平成25年度
一級建築士定期講習

のおしらせ二級建築士定期講習
木造建築士定期講習

　平成20年11月28日に施行された新建築士法の規定により、建築士事務所に所属する一級建築士、二級建築士又

は木造建築士の方は、３年毎に国土交通大臣の登録を受けた登録講習機関が行う、一級建築士定期講習、二級

建築士定期講習又は木造建築士定期講習を受ける事が義務付けられています。

（なお、施行日以降に建築士試験に合格した方で建築士事務所に所属した建築士の方は、その合格日の属する年度

の翌年度の開始の日から起算して３年以内に建築士定期講習を受講すればよいこととなります。）

　登録講習機関 財団法人 建築技術教育普及センター の講習会を担当する 公益社団法人 滋賀県建築士会 の平

成25年度の建築士定期講習の日程をおしらせさせていただきます。

【講習日・講習会場について】
平成25年度　第２期　講習日：９月25日㈬　講習会場：ビバシティー彦根
　　　　　　　　　　受　付：平成25年６月１日～８月30日まで
平成25年度　第３期　講習日：12月頃　　　講習会場：未定（大津開催予定）
平成25年度　第４期　講習日：２月頃　　　講習会場：未定（彦根開催予定）

受講申込関係書類の配布・申込みにつきましては、

　公益社団法人 滋賀県建築士会　　〒520‒0801　大津市におの浜１‒１‒18　滋賀県建設会館３階

　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL　077‒522‒1615

� にお問合せ下さい。

受講手数料（テキスト代含む）　12,900円（消費税含む）

渉外事業委員会
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会員/会員外 お　名　前 当日連絡先（携帯TEL） FAXまたはメールアドレス

会　員・会員外

会　員・会員外

会　員・会員外

あーき塾2013 風景をつくる素材と技シリーズ『瓦』　参加申込用紙

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉

あーき塾2013　～知ってるようで知らないこと、まだまだあります～
風景をつくる素材と技シリーズ『瓦』

　公益社団法人 滋賀県建築士会 青年委員会では、若い建築士の知識向上等を目的に、毎年、色 な々講演会・見

学会等を開催しております。今年度の第１回目は、丸栄陶業の久保山氏を講師に迎え、『瓦』についての勉強会を開

催します。屋根葺材として使われるようになって数千年の歴史をもち、なお現代建築にも使用され続けている「瓦」に

ついて、その必要性や方法等を学び、それらを今後の滋賀の風景をつくっていく私たちの仕事等に役立てられる様な

勉強会にしたいと思っております。

　建築士会の会員だけでなく、どなたでも無料でご参加頂けます。沢山の方々の、ご参加をお待ちしております。

開 催 日 時：平成25年７月27日㈯
　　　　　　13：30 受付開始　14：00 開始　16：30 終了・解散

会　　　場：滋賀職業能力開発短期大学校
　　　　　　（愛称：ポリテクカレッジ滋賀）

　　　　　　滋賀県近江八幡市古川町1414　TEL：0748-31-2254

参　加　費：無　料
定　　　員：50名（申し込み先着順）

ＣＰＤ単位：２単位
申 込 方 法：下記申込用紙に必要事項をご記入頂き、滋賀県建築士会 事務局へFAXをお願いします。

　　　　　　※FAXまたはメールアドレスを必ずご記入下さいますようにお願いします。

申 込 締 切：平成25年７月19日㈮
主　　　催：公益社団法人 滋賀県建築士会 青年委員会

協　　　賛：丸栄陶業株式会社

青年委員会

【内　容】
　　●瓦の歴史・基本性能・産地種類説明
　　●和型53A割付説明
　　●「鬼面文鎮」手造り体験
　　　粘土瓦の作成を体験
　　　三州窯で焼き上げ皆様に後日御贈呈
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容

委
員
長
　
矢
場
義
章

（
伊
藤
光
男
　
副
会
長
）

総
務
企
画
委
員
会

事
業
執
行
の
企
画
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源
の
確
保
、
会
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強
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検
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滋
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検
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情
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検
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検
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献
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築
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検
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収
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携
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催
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築
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築
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滋
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進
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携
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。
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発
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献
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長
大
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義
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光
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大
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大
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長

大
津
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誠
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大
津
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専
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根

福
谷
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務
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河
島
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会
長
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賀

井
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務
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長

大
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長
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長
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長
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長
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長
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長
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１
湖
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堀
正
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修
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長
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委
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委
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彦
根

樋
栄
良
次

湖
南

西
村
　
学

大
津
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賀
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縫
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津
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元
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湖
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湖
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湖
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彦
根
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将
人

彦
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太
嗣
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東

猪
田
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任
委
員

湖
西

滋
賀

坂
田
徳
一

彦
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河
島
明
美

湖
東
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下
幸
玉

常
任
委
員

大
津

前
田
照
代

湖
東
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津
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５
青
年

大
津

前
畑
和
生

大
津

千
葉
　
薫

女
性
大
津

柴
山
直
子

大
津

川
端
　
眞

大
津

横
江
善
嗣
次

大
津

戸
川
勝
紀

大
津

千
葉
　
薫

大
津
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本
　
淳

大
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山
直
子

大
津
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よ
り
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薦

大
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江
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正
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大
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野
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大
津
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代

青
年
大
津

前
畑
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生

女
性

大
津

前
田
照
代

大
津

木
村
　
敏

湖
南
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野
池
正
義

大
津
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政
之
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南
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上
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美
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南

彦
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姉
川
博
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定
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性

大
津
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井
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佐

大
津

前
畑
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生
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賀

峰
　
洋
美

７
青
年

大
津

平
井
利
佐

甲
賀

竹
田
久
志

大
津

森
川
和
彦

湖
南

木
戸
脇
輔
三

大
津

清
水
政
之

湖
南

織
田
孝
司

甲
賀

竹
田
　
久
志

大
津
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則
和
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東

小
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甲
賀
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賀
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角
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大
津
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彦
根
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美

８
湖
南

杉
江
文
雄
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東
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玉

大
津
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淳

湖
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野
邑
辰
治
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南

鎌
江
良
英
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賀

森
脇
政
男

湖
東

木
下
幸
玉

湖
南
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村
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史
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根
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上
朝
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博

湖
南

山
﨑
龍
太

彦
根

北
村
ま
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み

９
湖
南

東
郷
宗
宏

彦
根

菊
川
太
嗣

青
年
大
津

岸
本
徳
佳

甲
賀

小
島
道
雄

青
年

湖
南

前
田
祐
一

湖
東

谷
口
　
博

彦
根

菊
川
太
嗣

湖
南

野
邑
辰
治

湖
北

冨
田
陽
登
美

彦
根

彦
根

北
澤
一
朗

湖
南

前
田
祐
一
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木
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秀
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北
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政
博

大
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治

湖
北
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下
大
介

甲
賀

木
田
秀
樹

女
性

湖
東

河
島
美
智
子

湖
北

古
川
政
博

湖
南

有
元
正
夫

湖
北

湖
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下
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定

湖
南

伊
藤
定
裕
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甲
賀
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縫
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也
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島
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寛
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東
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賀
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島
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甲
賀
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役
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東
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夫
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西
滋
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田
徳
一

女
性
彦
根

田
井
中
恭
子

湖
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東
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利
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那
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年
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憲
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澤
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公益社団法人 滋賀県建築士会女性委員会主催
H25年度　全体会議のご案内

　本年度の女性委員会は『気づいて　築いて　地域力 ！』を活動方針として、地域の力に着目し、地域に寄り添う女

性建築士ならではの視点を活かした活動を展開していきたいと思っております。

　つきましては、女性委員会主催全体会議を開催し、前年度事業報告ならびに今年度事業計画をご報告させて頂くこ

とで、より多くの建築士会会員の皆様にも、ご参加、ご協力、ご意見を頂き事業の活性化に務めていきたいと考えてお

ります。あわせて、会員相互の親睦を深め、外部発信への原動力、会員増強へ結びつく委員会活動を目指します。

　下記日程にて開催いたしますので、多くの会員のご出席をお待ちしております。

　日　　　時：平成25年８月２日㈮　10時15分～13時

　場　　　所：休暇村　近江八幡　所在地：滋賀県近江八幡市沖島町宮ケ浜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：0748-32-3138

　会　　　費：￥2,500

　申込締切日：７月18日㈭

　タイムスケジュール：10：15～12：00　全体会議　コンベンションホール

　　　　　　　　　　　12：00～13：00　懇親会　　大広間にて会員間交流を兼ねた昼食会

尚、近江八幡駅から「休暇村　近江八幡」まではお迎えのバスをご用意しております。

ご利用される方は、９時30分に近江八幡駅に集合して下さい。

女性委員会

会員/会員外 お　名　前 当日連絡先（携帯TEL） FAXまたはメールアドレス

会　員・会員外

会　員・会員外

会　員・会員外

公益社団法人 滋賀県建築士会女性委員会主催　H25年度 全体会議のご案内　参加申込用紙

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉
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Doシリーズ
No.64

　沖島は、琵琶湖の沖合約1.5kmに浮かぶ小島であるが、琵琶湖最大の島で、琵琶湖国定公園第２種特別地域に
指定されています。島の南西部に集落が形成され、現在、約140世帯約400人が居住する、日本では唯一の淡水湖
に浮かぶ有人島です。
　この沖島では、島の未来を考えるために、住民や行政、漁協、小PTA、老人会、婦人会等々の各代表が議論検
討を重ねた「沖島夢プラン21」が答申されています。このプランが「琵琶湖に囲まれた21世紀の桃源郷」と呼ばれる
日を期待している島民のみなさんと交流を深め、地域の良さを知り、地域力を最大限に生かしたまちづくりを考察したい
との思いから企画致しました。
日　　　時：平成25年８月２日㈮　13：00～16：30
集 合 場 所：休暇村近江八幡桟橋に集合（駐車場あり）
場　　　所：沖島
　　　　　　住所：滋賀県近江八幡市沖島町43番地
　　　　　　　　　（沖島漁業協同組合）
　　　　　　電話：0748-33-9811（沖島漁業協同組合）
会　　　費：会員 ￥1,500　　会員外 ￥2,000
定　　　員：20名
ＣＰＤ単位：３単位（予定）
申込締切日：平成25年７月18日㈭
行　　　程：13：00～　　　　休暇村近江八幡桟橋　出発
　　　　　　13：10～16：10　沖島に滞在
　　　　　　　　　　　　　　・沖島魚業協同組合組合長森田正行氏と近江八幡市教育委員会担当者が同行
　　　　　　　　　　　　　　・沖島小学校見学
　　　　　　　　　　　　　　・島内散策、時間があれば沖島資料館見学
　　　　　　　　　　　　　　・「湖島婦貴の会」の“沖島よそものコロッケ”を食しながら、島民のみなさんと交流会
　　　　　　～16：30　　　　休暇村近江八幡桟橋　到着

※お迎えのバスはありませんので近江八幡駅からは有料バスをご利用下さいませ。
※沖島へは船で移動しますので、休暇村近江八幡桟橋に13時までに集合してください。
※休暇村近江八幡から近江八幡駅まではバスにて送らせて頂きます。

女性委員会
沖島で　沖島を語ろう

～淡水湖　唯一無二の有人島のまちづくり～ ３単位予定

会員/会員外 お　名　前 当日連絡先（携帯TEL） FAXまたはメールアドレス

会　員・会員外

会　員・会員外

会　員・会員外

女性委員会　DoシリーズNo.64　沖島で　沖島を語ろう　参加申込用紙

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉



8

足のむくまま 
近江再発見 出島の灯台（大津市今堅田）
　インターネット等で検索すると、かなりの観光スポットではないかと想像していた

が実際に現地に行ってみると、車では寄り付くことが出来ない、まさに漁師町の

岬の先端に所在する。建設された時期の背景から、華やかな湖上交通の時代、

琵琶湖の安全を祈念して建築されたのを彷彿させる。

23 火 先負
24 水 仏滅 四役委員長会議
25 木 大安
26 金 赤口
27 土 先勝 あーき塾「瓦」
28 日 友引 １級・木造建築士学科試験
29 月 先負
30 火 仏滅
31 水 大安

12 金 仏滅
13 土 大安 全建女
14 日 赤口 全建女
15 月 先勝 海の日
16 火 友引
17 水 先負 情報広報委員会
18 木 仏滅 青年委員会
19 金 大安
20 土 赤口
21 日 先勝
22 月 友引

1 月 先負
2 火 仏滅 総務企画委員会
3 水 大安
4 木 赤口
5 金 先勝
6 土 友引
7 日 先負 ２級建築士学科試験
8 月 赤口
9 火 先勝
10 水 友引
11 木 先負

7月の暦

地区だより

湖北地区
平成年25度湖北地域会・

同賛助会通常総会　湖北地区会員大会開催

・開催日時：平成25年５月11日㈯　16：30～
・開催場所：長浜ロイヤルホテル
　５月11日㈯に平成25年度通常総会を開催致しました。開
会に先立ち14：00より記念講演会を開催し講師に長浜曳山
博物館館長　中島誠一氏をお招きし、「湖北のすまい～菅
浦文化的景観調査を中心に～」をテーマとして、文化的景
観の登録をすすめている長浜市の菅浦地区の調査を中心に
湖北の住まいのあり方や、地域とのかかわりの中で形成され

る住まいの様式などについて講演いただきました。
　また、講演会終了後　賛助会員の方により自社製品のPR
タイムも行いました。今年は、３社の方から、商品の説明を
受けました。
　総会は66名の参加がありました。平成24年度事業報告、
決算報告　平成25年度事業計画、予算　平成25・26年度
役員が無事承認されました。
　総会終了後懇親会がおこなわれ、昨年に引き続き長浜建
築施工管理技士会と合同の懇親会をおこないました。総勢
87名という大勢の参加があり、大変盛り上がりました。
　伊藤光男副会長他来賓の方 を々迎えて会員ならびに賛助
会員、建築施工管理技士会員が恒例のビンゴゲームなどで
楽しく懇親をはかりました。

記念講演会 総　会


